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��
��
��
�

��
��
��
�

�
�
�
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　

２
㎞
・
６
㎞
・　

㎞
１０

�
�
�
�
　

大
人
３
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
１
０
０
円

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
北
口
広
場
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
��
�
�
�

神
埼
歩
こ
う
会　

成
富

�
５
２�
８
１
３
２

�
�
�
�
�

　

雇
用
保
険
受
給
者
お
よ
び
求
職
者

�
�
�
�
�

　

７
月
２
日
か
ら
６
ヶ
月

�
�
�
�
�
�
　

６
月
４
日
（
水
）

�
�
�
�

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

�
�
��
�
�
�

独
立
行
政
法
人　

雇
用
・
能
力
開

発
機
構
佐
賀
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
）

�
２
６�
９
５
１
６

�
�
�
�
�
�
�
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����

���������
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�������	
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�
�
�
�
�
��
	


�
�


�

�
�
�
�
�

◆
県
職
員
（
大
卒
程
度
）

５
月
９
日
（
金
）
か
ら　

日
（
金
）

３０

ま
で

◆
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

５
月　

日
（
金
）
か
ら
６
月
６
日

１６

（
金
）
ま
で

�
�
�
�
�
��
�
	


�
�


�

　

５
月
９
日
（
金
）
か
ら

�
�
��
�
�
�

　

佐
賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
�
２
５�
７
２
９
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.pref.saga.lg.jp/

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



神
埼
市
内
の
既
存
の
市
営
住
宅
お

よ
び
若
者
住
宅
に
お
い
て
、
空
家
が

発
生
し
た
場
合
に
入
居
で
き
る
入
居

予
備
者
を
募
集
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

５
月　

日
（
火
）
か
ら

２０

�
�
�
�
�

６
月
２
日
（
月
）
か
ら　

日
（
金
）

１３

ま
で
（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

�
�
�
��
��
	


�

　

神
埼
市
役
所　

都
市
計
画
課

　
�
３
７�
０
１
０
３

　
 

　

産
業
建
設
課

�
４
４�
２
１
９
８

　

脊
振
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

�
５
９�
２
１
１
１

千
代
田
総
合
支
所

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��
�
�
�
�
	


�
�
�
�

ニ
ー
ト
の
方
を
対
象
に
合
宿
生
活

で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
を
通
し
て
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
能
力

を
身
に
付
け
ま
す
。　

�
�
�
　

８
月
３
日
か
ら
３
ヶ
月
間

�
�
�
　
　

人
２０

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
　

５
月　

日
（
土
）

２４

　

午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

�
�
�
�

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
（
久
留
米
市

諏
訪
野
町
１
８
３
０�
６
）

�
０
９
４
２�
３
０�
７
９
０
０

�
�
��
�
�
�

学
校
法
人
久
留
米
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

若
者
自
立
塾
事
務
局　

�
０
９
４
２�
４
４�
０
４
５
９

�
�
�
��
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
で　

歳

２１

２０

以
上　

歳
未
満
の
方

２６

�
�
�
�
�
�
　

５
月　

日
（
月
）

１２

�
�
�
�

　

５
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１７

１８

�
�
��
�
�
�

　

自
衛
隊
鳥
栖
地
域
事
務
所

　
�
０
９
４
２�
８
３�
４
０
７
７

　

神
埼
市
役
所　

秘
書
広
報
課

　
�
３
７�
０
０
８
８

�
�
�
�
�
�
�
	


��



�
�
�
�
�

地
球
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
、
自
然
と
豊
か
な
ふ
れ
あ

い
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
、

６
月
の
環
境
月
間
に
歩
く
こ
と
を
通

し
て
心
身
の
健
康
を
促
進
し
ま
す
。

�
�
�
　

６
月
８
日
（
日
）

午
前
９
時
半
か
ら（
３
時
間
程
度
）

�
�
�
�
　

Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
北
口
広
場

　
　
　
　
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

�
�
�
�

�
�
�
�



������������

���

�

�

�

�
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�������������
� �

��
�
�
��
�

�
�
�
�

�
�
�
�

毎
年
６
月
１
日
〜
７
日
の
一
週
間

は
、「
水
道
週
間
」
で
す
。

水
道
週
間
の
期
間
中
に
井
戸
水
の

無
料
水
質
試
験
を
受
け
付
け
ま
す
。

�
�
�企

業
団
給
水
区
域
内
で
、
井
戸
水

を
飲
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
方

�
�
�
�
�

①
郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

④
電
話
番
号
、「
水
質
試
験
を
希

望
」
と
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

※
電
話
お
よ
び
募
集
期
間
外
の
申
し

込
み
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

６
月
１
日
（
日
）
か
ら
７
日
（
土
）

ま
で

※
郵
送
の
場
合
、
最
終
日
の
消
印
ま

で
有
効

�
�
�
�
�
　
　

件
６０

※
申
込
件
数
が
多
い
場
合
は
、
抽
選

し
、
当
選
者
の
み
通
知
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
濁
度
、
色

度
、
ｐ
Ｈ
値
、
臭
気
、
硝
酸
態
窒

素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
有
機
物
、

塩
化
物
イ
オ
ン
の
９
項
目

�
�
�
��
��
	


�

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団　

総
務
課

�
３
０�
６
１
５
４

〒
８
４
９�
０
９
１
４

佐
賀
市
兵
庫
町
大
字
西
渕
１
９
６

０�
４

�
�
�
��
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
　

６
月
７
日
（
土
）

　

午
後
２
時
か
ら

�
�
�
�
　

神
埼
市
中
央
公
民
館

�
�
�
　
「
万
葉
集
と
肥
前
」

�
�
�
　

古
代
歴
史
研
究
家

　
　
　
　
　
　

佃　

収
さ
ん

�
�
��
�
�
�

神
埼
市
文
化
連
盟

�
４
４�
２
７
３
１

�
�
�
�
�
�
�
	


��


�
�

�
�
�
　

５
月　

日
（
月
）

１２

　

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
ま
で

�
�
�
�
　

神
埼
市
中
央
公
民
館

�
�
�
　
　

消
費
生
活
相
談
員

�
�
�
　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
処
法

�
�
��
�
�
�

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

�
３
７�
０
１
０
７

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
　

５
月
８
日
（
木
）

　

午
前　

時
か
ら
正
午
ま
で

１０

�
�
�
�
　

神
埼
市
中
央
公
民
館

�
�
��
�
�
�

　

神
埼
市
役
所　

福
祉
課

　
�
３
７�
０
１
１
０

��
�
�
�
�
�
	

�
�



�
�
�
�
�
�
�
	

�
�



�
��
�
�
��
�
	


�
�



�
�
�
　

５
月　

日
（
土
）

１７

　

午
前　

時
か
ら
正
午
ま
で

１０

�
�
�
�
　

神
埼
市
中
央
公
民
館

�
�
�
�
　

５
０
０
円

�
�
�
�
�
�

　

５
月　

日
（
木
）
必
着

１５

�
�
�
�
�

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
、「
無
料
講
座
に
参
加
希

望
」
と
明
記
し
、
左
記
へ
送
付

�
�
�
��
��
	


�

遺
言
・
相
続
・
後
見
お
世
話
人
セ

ン
タ
ー
事
務
局　

水
田

�
０
９
０�
７
９
２
０�
５
９
５
０

〒
８
３
０�
０
０
０
１

久
留
米
市
小
森
野
５
丁
目　

番　

号

１８

２５

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
　

５
月　

日
（
水
）

１４

　

正
午
か
ら
午
後
２
時
半
ま
で

�
�
�
�

　

国
立
病
院
機
構　

東
佐
賀
病
院

�
�
�糖

尿
病
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も

�
�
�
�
�
�
　

５
月
９
日
（
水
）

�
�
��
�
�
�

国
立
病
院
機
構　

東
佐
賀
病
院

地
域
医
療
連
携
室

�
０
９
４
２�
９
４�
２
０
４
８

�
�
�月

曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、

午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

※
毎
週
水
曜
日（
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
）
は
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
も

行
い
ま
す
。（
予
約
制
・
要
面
談
）

�
�
��
�
�
�

�
日
本
損
害
保
険
協
会

九
州
支
部
佐
賀
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー

�
２
９�
８
７
６
８ 

�
�
�
�
�
�
�
	

自
動
車
事
故
の
被
害
者
援
護
の
た

め
に
次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は

重
度
の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
方
の

お
子
さ
ま
（
中
学
校
卒
業
の
月
ま

で
）
に
対
し
、
育
成
資
金
の
無
利

子
貸
付
け

�
�
�
�
�
�
�

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
、
脊

髄
、
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重

度
の
後
遺
障
害
が
残
り
常
時
ま
た

は
随
時
介
護
が
必
要
な
状
態
で
、

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
へ
介

護
料
を
支
給

�
�
��
�
�
�

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
佐
賀
支
所

�
２
９�
９
０
２
３

�
�
�
�
�
��
	

�
�

�
�



������������

�
�
�
�
�
��
	


�

ド
レ
ス
デ
ン
は
ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ

ン
州
の
州
都
で
あ
り
、
エ
ル
ベ
川
と

い
う
大
き
な
川
の
流
域
に
栄
え
て
い

る
人
口
約　

万
人
の
街
で
す
。
ド
レ

５０

ス
デ
ン
と
エ
ル
ベ
渓
谷
は
２
０
０
４

年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ド
レ
ス
デ
ン
は
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
連
合
軍
の
徹
底
し
た
空
襲
に

遭
い
、
街
の
約　

％
が
破
壊
さ
れ
ま

８５

し
た
。
歴
史
的
な
建
物
が
多
か
っ
た

の
で
、
戦
後
の
復
興
の
時
に
は
、
元

の
建
物
に
使
わ
れ
て
い
た
煉
瓦
や
そ

の
他
の
建
材
を
な
る
べ
く
多
く
使
う

よ
う
に
し
て
復
元
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

写
真
の
ツ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー
宮
殿
も
そ
の

ひ
と
つ
で
、
ド
レ
ス
デ
ン
を
代
表
す

る
建
築
物
で
す
。
中
に
は
、
多
数
の

陶
磁
器
、
絵
画
、
そ
の
他
の
美
術
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
宮
殿
を
模
し
た
建
物
が
有
田
の

ポ
ー
セ
リ
ン
パ
ー
ク
に
あ
る
そ
う
で
す
。

他
の
歴
史
的
な
建
築
物
と
し
て
は

オ
ペ
ラ
座
や
旧
王
宮
跡
が
あ
り
ま
す
。

オ
ペ
ラ
座
は
ゼ
ン
パ
ー
オ
ー
パ
ー
と

呼
ば
れ
、
ド
レ
ス
デ
ン
オ
ペ
ラ
の
本

拠
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
王
宮
跡

に
は
、
歴
代
の
君
主
た
ち
の
行
列
を

描
い
た
壁
画
が
あ
り
、
そ
の
長
さ
は

約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
ま
す
。

佐
賀
大
学
は
ド
レ
ス
デ
ン
工
業
大

学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
、
数
名
の
教
員

や
学
生
が
こ
の
大
学
に
留
学
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
学
の
フ
リ
ッ
ツ
准
教

授
と
は
旧
知
の
間
柄
で
す
の
で
、
学

会
で
ド
レ
ス
デ
ン
を
訪
れ
た
時
に
、

彼
の
車
で
マ
イ
セ
ン
を
案
内
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

マ
イ
セ
ン
は
ド
レ
ス
デ
ン
か
ら
約

　

㎞
の
所
に
あ
り
ま
す
。
マ
イ
セ
ン

２５は
磁
器
の
里
で
あ
り
、
有
田
と
姉
妹

都
市
で
す
の
で
、
佐
賀
で
は
こ
ち
ら

の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
街
の
規
模
は
小
さ
く
、
人
口

は
約
３
万
人
で
す
。
マ
イ
セ
ン
の
磁

器
に
は
、
偽
物
を
防
ぐ
た
め
に
、
交

差
し
た
二
本
の
剣
の
マ
ー
ク
が
入
っ

て
い
ま
す（
写
真
）。
写
真
に
は
微
妙

に
異
な
る
マ
ー
ク
が　

種
類
余
り
描

１０

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
時
代

に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
上
か
ら
二

段
目
の
最
も
右
の
マ
ー
ク
に
は
１
７

２
５�
１
７
６
３
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
洋
で
は
、
磁
器
は
も
と
も
と
東

洋
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
貴
重
品
で

し
た
の
で
、
各
国
は
競
っ
て
そ
の
製

法
を
開
発
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
王
に
命

じ
ら
れ
た
ベ
ド
ガ
ー
と
い
う
人
が
初

め
て
磁
器
の
製
造
に
成
功
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
秘
法
が
外
部
に
漏
れ

る
の
を
恐
れ
た
王
に
よ
っ
て
、
ベ
ド

ガ
ー
は
死
ぬ
ま
で
城
に
幽
閉
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
日
本
に
も
似
た
よ
う
な

話
が
あ
り
、
伊
万
里
の
大
川
内
山
に

は
昔
、
関
所
が
あ
り
、
そ
こ
の
陶
工

は
外
部
の
人
間
と
自
由
に
接
触
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
宮
廷
や
将
軍
家
な
ど

へ
の
献
上
品
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
色

鍋
島
の
秘
法
が
外
部
に
流
出
す
る
の

を
恐
れ
た
鍋
島
藩
の
政
策
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
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 　　　　　�５３‐８８８４
 　企画課　�３７‐０１０２
水車の里遊学館
神 埼 市 役 所

○開館時間　９：００～１６：００

○休館日　毎週火曜日
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着
メ
ロ
で
歳
が
わ
か
っ
て
し
ま
い
そ
う

 

田
中　

雅
代

お
茶
で
す
よ
仕
事
が
乗
っ
た
頃
に
呼
ぶ

 

佐
藤
久
仁
子

財
布
だ
け
ど
こ
に
お
い
た
か
忘
れ
な
い

 

松
尾　

久
枝

ど
な
た
で
も
当
た
り
ま
す
よ
う
く
じ
売
場

 

園
田　

示
右

お
日
さ
ま
が
掃
除
し
な
よ
と
顔
を
出
し

 

森　

ミ
ズ
エ

枯
葉
色
の
心
捨
て
よ
う
春
が
来
る

 

吉
村　

民
子

す
べ
り
台
す
べ
る
が
ご
と
く
年
重
ね

 

森�
　

寛
次

夫
婦
し
て
身
体
の
車
検
受
け
て
い
る

 

眞
島　

永
治

�
�〈�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

菜
の
花
を
分
け
て
マ
ー
チ
の
進
み
ゆ
く

 

古
賀　
　

卓

白
蓮
の
一
日
だ
け
の
白
さ
か
な

 

執
行　

節
子

落
椿
踏
む
の
が
惜
し
い
散
歩
道

 

野
中　

照
代

花
咲
き
し
亡
夫
植
え
た
る
肥
後
椿

 

志
岐
ミ
ツ
ヨ

春
眠
や
夢
の
名
残
り
を
惜
し
み
け
り

 

松
永　

光
子

池
め
ぐ
り
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
ノ
の
可
憐
さ
よ

 

松
永　

静
子

土
手
一
面
紫
染
め
る
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

 

東
島
万
喜
子

�
�
�
�
�
�
�

空
の
紺
梅
咲
き
初
め
し
二
三
輪

 

藤
山　

初
次

老
木
の
梅
の
匂
い
に
明
け
に
け
り

 

中
島　

テ
ツ

春
寒
や
学
童
の
列
み
だ
れ
つ
つ

 

牟
田
口
則
子

ス
ペ
イ
ン
の
ミ
ハ
ス
の
丘
の
春
に
会
う

 

香
月
富
士
雄

ほ
ほ
え
ん
だ
老
婆
に
見
せ
る
梅
の
花

 

井
上　

豊
美

梅
一
輪 
栞 
り
て
孫
へ
祝
い
文

し
お

 

音
成　

市
次

　　�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

 
徒  
然 
に
心
待
ち
ゐ
る
黄
の
帽
子

つ
れ 
づ
れ

ち
ろ
ろ
ざ
は
め
き
下
校
の
時
間

 

高
橋　

露
子

啓
蟄
だ
春
一
番
も
吹
き
抜
け
た

い
ざ
や
出
で
な
む
蛇
も
蛙
も

 

山
口　

勝
美

孫
夫
婦
の
贈
り
し
茶
碗
し
み
じ
み
と

手
に
し
て
心
あ
つ
く
な
り
た
り

 

原
口　

数
母

春
風
に
揺
り
起
こ
さ
れ
て
目
覚
め
し
か

木
槿
の
堅
き
芽
や
お
ら
ふ
く
ら
む

 

石
田　

桂
子

菜
の
花
や
つ
く
し
の
土
手
を
も
と
ほ
り
し

孫
は
つ
ぶ
や
く
里
は
い
い
な
と

 

小
渕　

繁
代

わ
だ
か
ま
り
流
せ
し
結
婚
記
念
樹
の

桜
は
白
く
月
光
に
浮
く

 

長
谷
川
明
子

春
彼
岸
白
菊
供
へ
額
づ
き
ぬ

累
代
の
墓
朝
日 
燦 
さ
ん

さ
ん

 

石
田
千
津
代

�
�
�
�
�
�
�

娘
よ
り
次
か
ら
次
と
服
の
来
て

こ
れ
で
は
我
は
い
ま
だ
死
な
れ
ず

 

平 　

松
市

手
間
か
け
ぬ
安
易
に
狎
れ
し
食
卓
に

食
の
恐
怖
は
海
越
え
て
く
る

 

中
原 　

幸

白
梅
に 
顕 
ち
く
る
母
よ
救
ひ
く
れ
し

た

命
し
み
じ
み
「
千
の
風
」
聴
く

 

中
島
み
ち
ゑ

さ
ん
さ
ん
と
春
光
庭
に
ふ
り
そ
そ
ぎ

白
梅
ま
ん
ま
ん
時
め
き
咲
け
り

 

川
副　

良
江

早
春
の
未
だ
厳
し
き
こ
の
日
ご
ろ

日
脚
伸
び
ゆ
く
兆
見
え
た
り

 

大
石
千
代
子

火
を
噴
き
て
不
安
と
歓
喜
の
園
児
乗
せ

バ
ル
ー
ン
し
づ
か
に
上
昇
は
じ
む
る

 

納
富　

茂
子

幾
つ
か
な
？
そ
ら
っ
と
ぼ
け
て
笑
み
返
す

春
陽
あ
か
る
き
わ
が
誕
生
日

 

大
井
サ
カ
ヱ

着
ぶ
く
れ
て
寒
い
と
ば
か
り
言
は
な
い
で

明
日
は
畑
に
春
を
探
そ
う

 

前
山
ツ
タ
エ

た
く
し
あ
げ
た
く
し
上
げ
し
て
足
湯
浴
ぶ

心
の
ひ
だ
の
と
ろ
と
ろ
伸
び
る

 

城
島　

孝
子

寒
中
の
小
鳥
ら
己
が
身
熱
を

保
つ
不
思
議
を
思
ひ
ゐ
し
な
り

 

富
永　

数
馬

た
を
や
か
な
乙
女
の
舞
を
思
は
せ
て

し
だ
れ
紅
梅
さ
庭
に
搖
る
る

 

坂
井　

栄
子
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「
手
作
り
と
こ
ろ
天
」
を
お
ふ
る

ま
い
（
先
着　

名
様
）

５０

�
�
�
��
�
�
�
��
	



「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

抽
選
で
新
鮮
野
菜
な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
先
着　

名
様
）

６０

�
�
�
�
�

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

�
�
�
�
　

水
曜
日

�
�
��
�
�
�

吉
野
ヶ
里
遊
学
館（
神
埼
駅
北
口
）

�
５
３�
８
５
８
７

��

�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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�

山
里
の
四
季
折
々
の
野
菜
を
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
わ
ら
び
、

た
ら
の
芽
、
う
ど
、
葉
わ
さ
び
、
た

け
の
こ
、
春
の
山
菜
や
町
内
産
の
お

米
も
あ
り
ま
す
。

５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
ア

ジ
サ
イ
が
見
ご
ろ
で
す
。

�
�
�
�
�

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

�
�
�
�
　

第
２
・
第
４
水
曜
日

�
�
��
�
�
�

　

高
取
山
公
園　

　
�
５
１�
９
０
２
０

�
�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�

�
�
��
�
�
�

�
�
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�
�

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
木
・
金
・
土
曜
日
の
み
）

※
木
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら　

時
ま

10

で
は
、
魚
も
販
売

�
�
��
�
�
�

　

菱
の
里
ち
よ
だ

　
�
４
４�
６
０
９
２

　

千
代
田
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　
�
４
４�
２
１
９
８


